
青空と緑と産業のまち昭和町

男 6，966人(+51) 

女 6，544人(+64) 

計 13，510人(十115)

世帯数 4，723戸 ( +47) 
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白
泊
沼
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g
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2
8回
国
向

桜
、
か
満
開
に
咲
き
ほ
こ
り
、
い
よ
い
よ
平
成
六
年
度
、
か
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
厳
し
い
経
済
不
況
の
年
で
し
た
が
、
今
年
度
も
こ
の
不
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
つ
つ
ま
し
く
重
点
的
な
町
政
の
執
行
に
つ
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
、
町
は
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
策
定
し
た
第
三
次
総
合
計
画
を
も
と
に
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
向

か
っ
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
年
度
予
算
は
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

三
月
九
日
か
ら
町
の
定
例
議
会
が
聞
か
れ
、
冒
頭
で
泉
町
長
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
予
算

の
概
要
や
新
し
く
展
開
す
る
事
業
が
、
こ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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国
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8沼
国
併

g
m
s
m国
百
泊
四
国
問
図
臼
国
一
向

一
十
一
世
紀
ヘ
向
け
て
の

基
盤
整
備
と
泌
総
令
福
祉
の
実
現

平
成
六
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
私
の
基
本
的
な
考
え
を
申
し
述
べ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
八
年
前
私
は
多
く
の
町
民
の
皆
様

の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
く
も
本
年
六
月
初
旬
を
も
っ
て
二
期

目
の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
、
町
民
総
参
加
の
対

話
町
政
の
推
進
と
、
新
旧
町
民
の
混
住

化
の
進
む
本
町
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

町
民
が
心
の
通
い
合
え
る
健
康
で
快
適

な
住
み
よ
い
地
域
環
境
の
中
で
暮
ら
せ

る
よ
う
、
身
近
な
事
か
ら
大
き
な
こ
と

ま
で
、
き
め
細
か
な
施
策
と
事
業
を
実

施
し
、
併
せ
て
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

て
、
時
代
と
共
に
変
わ
り
ゆ
く
本
町
が
、

こ
れ
に
対
応
出
来
る
基
盤
づ
く
り
の
た

め
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

町
づ

/
¥
O
の
基
盤
と
な
号

事
業
を
積
極
的
巴
推
進

さ
て
、
私
の

二
期
八
年
間
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
の
要
望
に
沿

っ
て
行
っ
た

各
種
の
事
業
や
施
策
、
ま
た
、
町
の
将

来
展
望
に
た
っ
て
の
事
業
と
施
策
を
振

り
返

っ
て
見
る
と
き
、
基
盤
づ
く
り
の

事
業
で
は
、
紙
漉
阿
原
・
押
越
・
清
水

新
居
・
河
西
・
西
条
一
区
等
の
区
画
整

理
事
業
の
完
成
や
着
手
、
甲
府
バ
イ
パ

ス
・
昭
和
バ
イ
パ
ス
・
ア
ル
プ
ス
道
路
・

医
大
取
付
け
道
路
等
に
接
続
す
る
主
要

企〈区画整理〉

清水新居土地区画整理事業一無秩序な市街化の拡大を未然

に防ぎ、住みよい町づくりのため土地区画整理事業が進めら

れています。

これまでに、地域のみなさんの力によって、押越第一、押

越第二、河西大林、西条神屋、清水新居沖田、紙漉阿原の 6

地区の区画整理事業が成し遂げられました。

そして現在では、河西と西条一区の2地区で事業が進行中

であります。

広報しようわ平成6.4.1 ②

幹
線
道
路
の
新
設
改
良
整
備
と
し
て
、

ま
ず
、
ア
ピ
オ
前
通
り
よ
り
昭
和
高
校

手
前
の
道
・
西
条
新
田
|
押
越
・
西
条

二
区
押
越
・
河
東
中
島
l

築
地
新
居

等
の
道
路
の
新
設
整
備
の
ほ
か
、
町
内

各
地
区
の
幹
線
道
路
と
生
活
関
連
道
水

路
の
整
備
を
は
じ
め
、
市
街
化
調
整
区

域
内
の
道
水
路
の
整
備
を
行
い
、
住
み

よ
い
地
域
環
境
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

あ
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言

こ

や
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な

ま

ち

保
健
衛
生
・
福
祉
の
面
で
は
、
総
合

検
診
の
無
料
化
、
人
間
ド
ッ
ク
制
度
の

拡
充
、
保
健
婦
の
増
員
、
保
育
料
保
護

者
負
担
の
軽
減
、
幼
稚
園
児
の
助
成
、

押
原
保
育
園
を
は
じ
め
町
内
各
種
保
育
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幹
線
道
路
網
整
備
の
一
環
と
し
て
完
成

し
た
町
道
三
十
号
線
町
で
は
二
十
一
世

紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
、
都
市
計
画
街
路
や
主
要
幹
線

道
路
、
身
近
な
生
活
関
連
道
路
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

園
の
整
備
助
成
と
保
母
及
び
保
護
者
会

費
の
助
成
等
を
行
い
、
ま
た
、
老
人
福

祉
で
は
、
老
人
生
き
が
い
パ
ス
町
単
独

実
施
、
町
温
泉
へ
の
六
十
五
歳
以
上
無

料
化
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ア
シ
ス

ト
事
業
、
老
人
へ
の
牛
乳
の
無
料
配
布
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
へ
の
食
事
サ
ー
ビ

ス
、
金
婚
祝
金
制
度
の
実
施
、
寝
た
き

り
老
人
介
護
者
ね
ぎ
ら
い
、
及
ぴ
、
お

む
つ
費
の
助
成
、
西
条
地
区
・
常
永
地
区

児
童
館
の
建
設
等
、
子
ど
も
か
ら
老
人

に
至
る
ま
で
、
健
康
で
楽
し
い
毎
日
が

過
ご
せ
る
た
め
の
施
策
を
行
い
ま
し
た
。

活新

鮮
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ま

気

あ

あ

ま
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農
産
物
の
集
出
荷
の
一
元
化
と
、
米

の
生
産
調
整
の
助
成
、
大
型
庖
出
庖
者

へ
の
助
成
等
、
時
代
に
対
応
し
た
商
工

業
・
農
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

下
水
道
を
進
め
、
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
ホ
タ
ル
の
里
昭
和
町
l

快
適
な
生
活
環
境
の
整

備
と
自
然
を
守
る
た
め
、
町
公
共
下
水
道
事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
西
条
ニ
区
・
押
越
・
築
地
新
居
の
一
部
を
中
心
に
工
事
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
は
、

上
河
東
二
区
・
河
西
の
一
部
で
使
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

d

司
《
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ぷ勝
W

長

h
p
《
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
》

別
荘
気
分
で
高
原
ラ
イ
フ
|
八
ヶ
岳
の
ふ
も
と
に
広
が
る
清
里

高
原
の
白
樺
林
に
固
ま
れ
た
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
た
め
の
、
余
暇
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ

の
保
健
休
養
施
設
で
す
。

学患

運
動
場
及
び
第
三
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
と
野
球
用
夜
間
照
明
施
設
の
設

置、
押
原
小
学
校
裏
自
然
公
園
(
押
原
の

社
)
、
常
永
公
園
と
テ
ニ
ス
・
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
、
国
母
駅
前
公
園
、
紙
漉
阿
原
・

清
水
新
居
・
押
越
公
園
の
開
設
と
整
備
、

中
央
公
民
館
の
全
面
改
修
と
陶
芸
窯
の

設
置
、
押
原
中
学
校
増
築
と
パ
ソ
コ
ン

導
入
、
押
原
小
学
校
の
改
修
と
特
別
教

室
棟
の
建
設
、
給
食
費
の
一
部
助
成
、

、

つ

〈

ま

ぶ

ま

ちち

教
育
・
文
化
・
社
会
体
育
で
は
、
清

里
の
森
に
町
民
健
康
保
養
施
設
と
し
て
、

『リ
ゾ
ー
ト
昭
和
』
を
建
設
、
ま
た
、
夏

の
保
養
対
策
で
相
良
町
に
『
海
の
家
』
の

開
設
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
開

催
、
町
民
温
水
プ
!
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
の
設
置
、
釜
無
工
業
団
地
公
園

hv
《
温
水
プ

l
ル
》

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
健
康
づ
く
り
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
誰
も
が
水
泳
を
楽
し
め
る
、
心
と
体
に
ニ
ニ
ち
よ
い
み
ん
な
の

へ
ル
シ

l
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
二
階
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

i
ム
を

設
け
、
運
動
の
後
は
温
泉
や
サ
ウ
ナ
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
。

西
条
新
田
・
清
水
新
居
・
河
東
中
島
各

地
区
公
会
堂
用
地
の
確
保
と
建
設
助
成

等
々
、
教
育
・
文
化
・
社
会
体
育
の
振

興
の
た
め
、
各
種
の
施
策
と
事
業
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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《
公
園
(
押
原
の
杜
)》

緑
豊
か
な
自
然
と
ホ
タ
ル
が
放
つ
シ
グ
ナ
ル

ー
ホ
タ
ル
は
、自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
ま
ち

の
象
徴
で
す
。
ホ
タ
ル
の
生
息
す
る
ま
ち
は

人
間
に
と

っ
て
も
、
四
季
と
う
る
お
い
に
満

ち
た
快
適
な
環
境
で
す
。

美

ν 

しl

ま

ち

環
境
対
策
と
し
て
は
、
常
永
地
区
よ

り
下
水
道
事
業
を
施
工
し
、

一
部
使
用

開
始
と
な
り
、
ま
た
、
環
境
衛
生
課
を

設
置
し
て
、
町
内
の
環
境
衛
生
対
策
を

進
め
る
中
で
、
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス
、

空
き
缶
回
収
器
等
を
各
区
に
設
置
し、

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
進
め
、
東

川
に
ゴ
ミ
取
り
ス
ク
リ
ー
ン
の
取
付
け
、

山
伏
川
桜
並
木
通
り
の
整
備
等
、
自
然

保
護
と
環
境
の
整
備
に
努
力
し
ま
し
た
。

安

ぎ

の

-b 

ま

ち

消
防
自
動
車
、
小
型
ポ
ン
プ
車
の
整

備
を
は
じ
め
、
消
防
施
設
の
整
備
と
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、
信
号
機
の
設
置

と
通
学
路
へ
の
グ
リ
ー

ン
帯
の
設
置
等
、

交
通
安
全
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、

役
場
事
務
処
理
の
大
半
を
電
算
化
し、

町
民
サ
ー
ビ
ス
と
事
務
能
率
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
恵
ま
れ
た
財
政
の
支

え
も
あ
り
、
予
想
以
上
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
昭
和
町
が
県
下
に
は
こ

れ
る
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
、
ま
た
、
住

ん
で
み
た
い
町
と
県
民
の
多
く
の
方
々

に
思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
議
会
を
は
じ

め
、
区
長
会
や
各
種
団
体
や
多
く
の
町

民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
物
で

あ
る
と
、

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
時
代
へ
の
意
欲
あ
あ

町

づ

/
¥
O
の

推

進

さ
て
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
る
日

本
経
済
の
低
迷
は
長
期
化
し
、
平
成
六

年
も
な
お
そ
の
回
復
の
見
通
し
の
た
た

な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
本
年
六
月
初

旬
を
も
っ
て
私
の
二
期
目
の
任
期
も
終

わ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い

二

十

一
世
紀
に
向
か
っ
て
国
際
化
・

高
齢

化

・
情
報
化
・

高
速
交
通
化
等
の
変
化

の
潮
流
の
中
、
な
お
昨
今
の
不
安
定
な

社
会
情
勢
、
不
況
の
経
済
状
況
で
あ

っ

て
も
、
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
個

性
あ
る
町
づ
く
り
を
休
む
事
」と
な
く
進

〈図書館〉

豊かなゆとりと、ふれあいのある快適空間一新時代のコミュ

ニティの場を兼ね備え、全国同規模町村立図書館で貸出数全国

第一位を誇っています。

め
る
大
事
な
時
で
あ
る
事
を
考
え
る
と

き
、
私
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
要

望
に
応
、
人

引
き
続
い
て
町
政
を
担
当

し
、
総
合
計
画
の
実
施
計
画
の
な
か
で

実
施
中
ま
た
は
未
着
手
で
あ
る
町
民
体

育
館
の
建
設
を
は
じ
め
、
西
条
一
区
及

ぴ
河
西
区
画
整
理
事
業
の
推
進
と
完
成

に
努
め
、
カ
ス
ミ
堤
資
料
の
保
存
と、

併
せ
て
郷
土
資
料
館
の
建
設
、
保
健
福

祉
計
画
に
も
と
づ
く
地
域
ぐ
る
み
の
在

宅
福
祉
の
充
実
強
化
と
、
併
せ
て
福
祉

セ
ン
タ
ー、

保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
の
内

部
充
実
、
及
び
、
日
曜
・
祭
日
等
に
町

民
の
要
望
に
沿
え
る
電
算
情
報
シ
ス

テ

ム
の
導
入
、
下
水
道
事
業
の
推
進
、
ア

ル
プ
ス
道
路
の
開
通
に
平
行
し
て
、
こ

れ
に
接
続
さ
れ
る
幹
線
道
路
の
建
設
等
、

〈お祭り〉

子どもからお年寄りまで、住民どうしの交流を深め、町の一大イベ

ントとしてすっかり定着した 『ふるさとふれあい祭り』も、町の秋

の風物詩となっています。

④ 平成6.4.1広報 しようわ

泉

各
種
の
事
業
と
施
策
を
実
施
し
、

町
民

の
皆
様
の
信
頼
、
に
応
え
る
べ
く
、
厳
し

い
財
政
状
況
下
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

英
知
と
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
の
苦
難

の
時
を
乗
り
切
る
た
め
、
全
力
を
も
っ

て
対
処
し
て
ま
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す。
本
年
度
の
予
算
案
は
選
挙
の
年
で
あ

り
ま
す
の
で
、
当
然
骨
格
予
算
で
は
あ

り
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
の
中

に
あ

っ
て
対
応
し
て
ま
い
る
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
を
は
じ
め
、

町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表

明
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
町
長

幸

弘
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E

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
申
込
み
受
付
け
中

l
l

高
原
の
〕
ジ
ー
ド
ス
ポ
w
d
l

内が

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
利
用
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
総
務
課
(
宮

七
五

二

一
一
一
内
線
別

-
m
-
m
)

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
年
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、

緑
豊
か
な
八
ヶ
岳
山
麓
で
、
ご
家
族
や

気
の
合
う
仲
間
同
士
で
高
原
の
リ
ゾ
ー

ト
・
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
を
待
つ

今
や
清
里
は
全
国
的
に
有
名
な
リ
ゾ

ー
ト
ス
。ホ

ッ
ト
で
す
。
広
大
な
山
麓
い

っ
ぱ

い
に
展
開
す
る
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ

は
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ

ん
。
そ
の
清
里
で
、
先
月
ま
で
冬
期
休

館
し
て
い
た
町
営
清
里
の
森
保
健
休
養

施
設
『
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
』
が
、
い
よ
い

よ
今
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。

白
樺
の
林
に
固
ま
れ
た
豪
華
な
臼
い

建
物
は
、
み
ん
な
の
明
日
の
健
康
と
鋭

気
を
養
う
た
め
の
高
原
の
別
荘
で
す
。

昨
年
は
、
宿
泊
二
、
二
四
七
名
、
休
憩

四
五
三
名
、
研
修
二
、七

O
O名
の
方
々

3量豊量
一冊。叩山側櫛阿叩叩叩榊問品町一wゆ叫蜘叫」吻山一-一一
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て
ま
す
刀

誠
に
あ
り
が
と

砂お申込み・お問合せ

役場総務課(宮75-2111・内線206・207・208)まで。

---μ

、.ぉ
J
η
L汗

ほ E頚iIl医長重蓮

歩っとする.ノ自然と出会う.ノ

しょうわ町

緑のそよ風ウ".ーキング大会
恒例になりました、春のウォーキング大会です。

若葉の緑や、野の花を見ながら健康のため、楽しく歩いてみま

せんか。
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選
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町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
一

c
f
z
f

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
及
び
同
定
者
説
明
会
は
四
月
二
十
七
日
(
水
)

時
に
実
施
さ
れ
る
町
議
会
議
員
補
欠
選
午
後
二
時
よ
り
昭
和
町
役
場
に
て
行

挙
の
日
程
が
昭
和
町
選
挙
管
理
委
員
う
予
定
で
す
。

M

会
で
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
立
候
補
予
定
者
は
、
事
前
に
町
選

選
挙
期
日
の
告
示
日

挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平

成

六

年

五

月

十

日

(

火

)

『

き

れ

い

な

選

挙

』
『
責
任
あ
る
選

投

票

日

択

』
の
願
い
を
こ
め
て
、
平
和
で
明

平
成
六
年
五
月
十
五
日
(
日
)
る
い
郷
土
を
築
く
た
め
、
投
票
日
に

町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

…

山

は
四
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
二
時
よ

山

り

昭

和

町

役

場

に

て

、

昭

和

町

選

挙

管

理

委

員

会

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
立
候
補
予
昭
和
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

• し
s 
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国民年金保険料は
4月から定額で

r 

年金のお話
' 
となります

。
国
民
年
金
の
保
険
料
、
か
変
わ
り
ま
す

平
成
六
年
四
月
か
ら
毎
月
の
保
険
料

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

O

定

額

一

一
、

一
O
O
円

。
定

額

十

付

加

一

一
、
五

O
O
円

。
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き
が
あ

り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

一
年
分

一

括
し
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
し
て
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割

引
き
に
な
り
ま
す
。

前
期
の
期
限
は
四
月
二
十
八
日
ま
で

で
す
。
五
月
に
納
付
と
な
ら
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

O
定
額

O
定
額
十
付
加

一
二
九
、
九
九

O
円

一
三
四
、
六
七

O
円

。
口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

留
守
が
ち
の
人
に
は

ご
多
忙
な
人
、

大
変
便
利
で
す
。

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

病
気

・
失
業
・

営
業
不
振
な
ど
に
よ

り
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
人
は
、

二
疋
の
基
準
に
該

当
す
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
な
い
で
、
五
月
三
十
一
日
迄
に
免
除

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
平
成
五
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
分
の
保
険
料
を
ま
だ
納

め
て
な
い
人
は
、
す
で
に
送
付
し
て
あ

る
納
付
書
の
使
用
期
限
が
四
月
二
十
八

日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
至
急
納
め

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
を
粉
失
さ
れ
た
と
き

は
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課

国
民
年
金
係
(
岱
七
五
l

一一一

一
こ

ま
で
。

一
人
生
の
節
目
に
は

一

一回
一
民
年
金
の

手
続
き
を
グ

一

今
の
年
金
制
度
で
は
、
日
本
国
内
の

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
す
べ

て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
も
厚
生
年
金
と

と
も
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
と
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
の
加
入
手
続
き
は
会
社
が
行

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
個

人
で
市
町
村
に
手
続
き
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
(
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
る
聞
の
国
民
年
金
保
険

料
は
厚
生
年
金
が

一
括
し
て
支
払
い
を

し
て
い
ま
す
)

次
の
よ
う
な
ケ

l
ス
で
国
民
年
金
の

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
手

続
き
を
お
こ
た
り
ま
す
と
、
「
将
来
年
金

が
も
ら
え
な
い
」
ま
た
は
「
年
金
が
少

な
く
な
る
」
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に

関
す
る
届
出
は
、
将
来
の
年
金
確
保
の

た
め
に
非
常
に
大
切
で
す
。

被
保
険
者
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
第
一
号
被
保
険
者
】

農
業
や
自
営
業
者
・
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
人
と
そ
の
配
偶
者
が
加
入
し
、
自

分
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

【
第
二
号
被
保
険
者
}

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
で
す
。

自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

【
第
三
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
す
。

保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
か
わ
り
必
ず
市

町
村
役
場
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
は
、
義
務
で
あ
り
自
分
の
将
来
の

た
め
で
す
。

第

一
号
、
第
二
号
そ
し
て
第
三
号
被

保
険
者
と
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
そ
の
つ
ど
市
町
村
役
場

へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
種
別
変
更
届
L

、か

必
要
に
な
る
主
な
ケ
ー
ス

-
入
社
し
て
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

な
っ
た
と
き

入
社
す
る
と
自
動
的
に
、
会
社
が
健

康
保
険
と
厚
生
年
金
加
入
の
手
続
き
を

し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
な
か

っ
た
方
が
会
社
に
就
職
し

た
と
き
は
、
住
所
地
の
役
場
へ
国
民
年

金
の
「
種
別
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

-
健
康
保
険
に
「
被
扶
養
者
異
動
届
」

を
提
出
し
た
と
き

結
婚
し
て
奥
さ
ん
を
扶
養
す
る
場
合

に
は
健
保
組
合
に
「
被
扶
養
者
異
動
届
」

を
提
出
し
ま
す
。
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必見昌司自信

3ω定

-
児
童
手
当
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
は
平
成
四
年
一
月

一
日
か

ら
第
一
子
よ
り
対
象
に
な
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
(
第
一
・
二
子
月
額
五
千

円
、
第
三
子
以
降
月
額

一
万
円
。
所
得

制
限
あ
り。
)
認
定
請
求
を
さ
れ
て
い
な

い
保
護
者
の
方
は
早
急
に
役
場
ま
で
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
特
例
給
付
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

児
童
手
当
受
給
者
で

「特
例
給
付
」
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
お
勤
め
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
受
給
条
件
で
す
。
退
職

さ
れ
る
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
そ
の
場
合
は
早
急
に
役
場
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
役
場
児
童

子
当
係
(
岱

七
五

二

一
一
一
内
線
別
)

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。J
/
 
ld クl
h
y

-、
か
・
4

r

命

図
書
館
ま
つ

O
盛
六
巴
グ

d

司
表
彰
を
受
け
る
上
河
東
区
の
伊
藤
区
長

歯
車
利
用
者
が
多
い
地
区
を
表
彰

『第
四
回
図
書
館
ま
つ
り
』
が、

二

月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
〈
お
日
さ
ま

グ
ル
ー
プ
〉
や
〈
き
き
み
み
ず
き
ん
の

会
〉
の
多
く
の
お
母
さ
ん
方
の
ご
協
力

に
よ
り
、
午
前
中
は
子
ど
も
達
を
対
象

に
し
た
紙
人
形
劇
・
お
話
の
会
・
影
絵

劇
・
と
ぴ
だ
す
絵
本
作
り
等
が
行
わ
れ
、

絵
本
作
り
に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
も
一
緒
に
子
を
と
り
な
が
ら
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
図
書
館
利
用
優
秀
地

区
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
区
民
一
人
あ

た
り
の
利
用
数
が
多
か

っ
た
上
河
東
・

上
河
東
二
区
・
紙
漉
阿
原
の
三
区
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

他
地
区
の
み
な
さ
ん

も
、
な
お

一
層
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す、d

hv
影
絵
劇
を
熱
心
に
見
入
る
子
供
た
ち

ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
牧
丘
町
の
文
化
財
審
議

委
員
で
あ
り
、

山
梨
郷
土
研
究
会
員
で

あ
る
大
村
和
夫
先
生
を
講
師
と
し
て
む

か
え

「く
ら
し
の
中
の
年
中
行
事
」
と

題
し
て
、
特
に
農
耕
生
活
と
季
節
・
暦

の
誕
生
・
年
中
行
事
と
ま
つ
り
に
つ
い

て
、
約
一
時
間
半
に
わ
た
り
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
ご

ろ
何
も
不
思
議
に
思
わ
な
く
、
た
だ
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
慣
習
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
行
事
の
由
来
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
簡
単
に
話
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
に
聞
き
入
り
、

講
演
の
後
は
質
問
も
た
く
さ
ん
出
て
、

大
変
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

表
町
=--ロト

集
J

出
E

貸

(
料資室田図

H
H
リ
ロ
刀区也」EaF

な
お
、
今
回
は
じ
め
て
行
わ
れ
た

「本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
で
は
、
寄
贈
さ
れ

た
文
庫
本
や
推
理
小
説
等
を

一
冊
百
円

で
販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
売
上
げ
金
(
九

千
八
百
円
)
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

区名 l人当り貸出平均点数 1年間の貸出点数

上河東 6. 77 4， 354 

上河東二区 6. 1 2 6， 807 

紙漉阿 原 6. 04 6， 374 

押 j也 5. 83 7， 007 

築地新居 4. 74 4， 956 

河東中島 4. 72 4， 198 

西条新田 4. 58 4， 061 

飯 日食 4. 24 2， 135 

西条 一 区 4. 1 9 4， 890 

商条 二 区 3. 87 9， 612 

河 西 3. 43 4， 104 

清水新居 2. 9 1 3， 532 

計 ※ 4. 63 62， 030 

※の数字は年間貸出点数を人口(2月1日現在)て害tった平均値てoす。

i 

i 
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…
町
立
図
書
館
か
ら

w

今
月
の

一
お
す
す
め

叫

図
書

川川叫川内川州九州知怨九喝剛山

{
一
般
図
書
}

O
少
女
の
王
国

ひ
か
わ
玲
子
実
業
之
日
本
社

O
月
食橋
本

o
海
の
鍾
津
田
ふ
じ
子
学
習
研
究
社

。
シ
ン
デ
レ
ラ
迷
宮

氷
室
冴
子

。
天
使
の
卵

村
山
由
佳 ム口、W4

・

河
出
書
房
新
社

集
英
社

{
児
童
図
書
}

明

。
ぼ
う
し
を
つ
か
ま
え
て
/

附

ク
ラ

l
ク

ほ

る

ぷ

出

版

…

o
あ
ら
し
の
あ
と
で

九

N
-
パ
ト
ワ
i
ス

…

金
の
星
社

川
品
伊

汐
文
社

い
r

州川

" 
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さ
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⑦広報しようb

い
と
う
ひ
ろ
し

O
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

講
談
社

Jmw 叩
込
者
吉
井

5
F事
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員
十
む
一
本
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と
き
あ
り
え

文
渓
堂



ーみんなのスポーツ推進大会ーー生涯学習推進大会・
町みんなのスポーツ推進協議会並ぴに町教育委員会主催による、 『第

6回昭和町みんなのスポーツ推進大会』が、2月27日(日)、午前 9時より

総合会館車あ軍動室において開催されました。

サッカーワールドカ ップ0・Jリーグなどの解説でおなじみの、メキシ

コ五輪サッカー銅メダリストの松本育夫先生を講師にむかえ、「志と目標

への挑戦、サッカーに教えられた熱き人生」と題し、講演していただき

ました。サッカーを通じ先生みずからが得た、人生における貴重な教訓

は、聴く 人に感動をあたえてくれました。

続いての'夫践発表では、総鹿阿原区の石田とめ子さんが、中学生の頃

からはじめた車球とのかかわりを話してくださいました。石田さんは、

学生時代から家庭婦人となられた現在まで選手として活躍し、阿原ピン

ポン愛好会で、週2回、 地域の仲間と楽しく練習しています。

スポーツすることのすばらしさ、大切さをあらためて考えた一日でした。

今年度の昭和町の生涯学習の成果を発表し合い、来年度の指針を

図る機会として、 12回目の 「昭和町生涯学習推進大会」が2月6日

総合会館に400人以上の参加者をえて、盛大に行われました。

「生涯学習時代をどう生きるか」と題しての真壁静夫先生の講演は

実践的、具体的な事例とともに「生涯学習」を各自の「人生設計」に組

み入れる必要性をユーモアを交えて話され、「わかりやすくて、楽し

かった」と大変好評でした。

河東中島、車両鹿阿原両区の実践発表は、その後実施した上河東区

の 「文化祭」に早速生かされるなど、内容に富んだ有意義なもので

した。

学校教育と社会教育の枠をこえた 「生涯学習」の場にふさわしく

押原保育園、西条小学校、押原中学校の活動発表と文化協会の民謡

部、舞踊部の発表には、おおきな拍手が贈られました。

⑧ 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
ご
加
入
を
グ

平成6.4.1

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
、
指
導
活
動

を
行
う
五
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
(
社
会
教
育
関
係

団
体
)
を
対
象
と
し
ま
す
。

〈
加
入
区
分
・
掛
金
・
補
償
額
〉

掛金 傷害保険(保険金額)
期(欄賞賞責限倒度華額険) 

共済見舞金
区 分

(l人年頼) 死t・後遺障害 入院 通院

子 ど も
員1主~I!ßJ 1日につき 1日につき

成人の
400円 2，000 4，000円 1，500円A 

文 化 活動
対人賠償

万円

社会奉仕活動
1人

突然死お
1億円
よび日射

1種 B 老人クラブ団体 600円 500万円 1，800円 上000円 1事故 病 ・熱射
5億円
病による成人の (免責1，0∞円)

C スポーツ 1，300円
死亡

( 3種を除く) 2，000 4，000円 1，500円 対物賠償 120万円

大 学 の運動部
万円 500万円

A 1，800円
2種 ト一一 (免責1，∞0円)

B 実業団のチーム 7，300円

3種 右のスポーツを行う団体 9，800円 500万円 1，800円 1，000円
ーーーーーーー-'--

広報 しようわ

〈
対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲
〉

f復中.:E 
活

動中

往復中 者住の 場合、 属所す 事故の 理の管下 保被険者

の 所散解 る

故事 のと場所体団が
にぴ〉

おける 属所す

通常 と指メF品ヒ『

経の保険被 す ;動中舌 体団る
路る

〈
保
険
期
間
v

平
成
六
年
四
月
一

日
午
前
雰
時
よ
り、

平
成
七
年
三
月
三
十

一
日
午
後
十
二
時

ま
で
で
す
。

四
月
一
日
以
後
の
申
し
込
み
は
掛
金

を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午
前
雰
時

よ
り
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前
記
と
同

様
三
月
三
十
一

日
午
後
十
二
時
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

(
岱
五

三

|
一
九

O
六
)
ま
た
は
、
町
教

育
委
員
会
(
包
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



• 

日
ご
ろ
町
内
各
方
面
か
ら
本
会
に
温

か
い
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
平
成
五
年

一一
月
に
左
記
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

0
日
蓮
宗
第
四
部
第
四
組
寺
院
一
同
様

歳
末
助
け
合
い
運
動
の

一
環
と
し
て

の
募
金
活
動
収
入
金
。
昭
和
、
田
富

玉
穂、

豊
富
各
町
村
へ
均
等
寄
付

O
第
二
十
田
町
健
康
ま
つ
り
衛
生
委
員

松
下
電
器
産
業
労
組
が
総
合
会
館
ヘ

二
十
五
吋
テ
レ
ビ
(
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
付
)

を
寄
贈
国
母
工
業
団
地
(
紙
漉
阿
原
地
内
)

の
松
下
電
器
産
業
労
働
組
合
で
は
、
こ

の
ほ
ど
組
合
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の

一
環
と
し
て
、
社
内
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
を
行
な
い
そ
の
売
上
金
全
額
を

充
当
し
て
、
同
社
製
の
最
新
型
テ
レ
ビ

(
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
付
)
を
「
福
祉
の
た
め

に
使

っ
て
下
さ
い

」
と
町
社
会
福
祉
協

議
会
(
会
長
泉
幸
弘
町
長
)
へ

寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

町
と
協
議
し
て
、
大
勢
の
お
年
寄
や
身

障
者
、
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
が
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
す
る
総
合
会
館

二
階
の
講
習
室
に
置
い
て
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
手
品
し
た
。

早
速
、

二
月
の

一
人
ぐ
ら
し
老
人
の

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
(
会
食
サ
ー
ビ
ス
)

-
ご
寄
付
の
御
私

で、

「
お
年
寄
の
た
め
の
マ

ッ
サ
ー
ジ

健
康
法
」
(
ビ
デ
オ
)
を
上
映
し
て
、

参
加
し
た
三
十
五
名
の
お
年
寄
た
ち
に

喜
ば
れ
ま
し
た
。

』

V

目
録
を
受
け
と
る
泉
町
長

会
様
粗
大
ゴ
ミ
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
売

上
金

0
町
図
書
館
祭
り
様

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
売
上
金

社
協
よ
り
お
詫
び

広
報
し
よ
う
わ
三
月
号
の

「赤
い
羽

根
共
同
募
金
実
績
報
告
」
欄
の
中
に
、

次
の
方
々
が
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

田
中
建
材
側
、
制
萩
原
石
油
、
帰
望
月

産
業

供をなを稚大返と 学正故事な お故事屋め子
おが発ど通固ま切しい o 0 路新しか新故ど o 0 りの幼故外しま供四
願い進、行やたで教 つ らし旗道ろ信を入いら入がで車道、ほ児がでかすた月
いなさ特す 小 ドすえた 横、を路で号 子学お守 学 約、の 路 そとや多著し 。ちは
しいせにる学ラ 。 、こ 断左高をは機供児 手 る児八道 直へ のん小発ポ、 が
まかる慎時校イ 体とす右く横必やと 童 本た 童 割路 前の 原ど 学 す空こ 元新
すど時 重 は、パ でをるの上 断ず横 ー のをめなを横 直急 因は校る Tの 気 入
。うになス子 l 覚、 O 安げす こ断 緒い示にど占断後なの歩低時品季 い学
かは運ピ供の え手 全てるれ歩にるすは、め中の飛多行学期了節 つや
を車転 lの皆 さを を横とを道歩家こ、子てに横びく中年でへは ぱ新
確のとド遊さ せと 確断き利の い庭とま供いお 断出 はにのも子暖 い入
認死、をぴん る っ かのは用あてでていずをまけ し、発子あ供か 活園
す角自落場は こて め合、するみはす大交する 生供りのく 動な
るに動と近、 と繰 て図手るとて、 。人通 。交 しのま交な をど
よ子車すく幼 がり かをや O こ、通 が 事 通 て事す通り 始で

@を後洗はぜ 日 い~ i8o米 に主c;oチし本輸
玉 合 c.cお ゅはいやる取 L外 手 ∞ 1 よすおきェいの入昨

)ヨピ ;変ぞすよ百字E? 1カ 30米え ツごご米年
米ツ さ りをの早三たて米お 会チ のえ 皇 とク飯飯には
ア プのす き後 く し つ で米 | では 量 おしのと依、
| で決る つ三短 て ぷ もを す水は米 て炊同存戦
二 3めとち回日手洗り菌 洗 す同 外 外 国 。分お をおきじし後

三 うき長2i唱し:宗 EI ZB E E 産 2党守2Z55実
ポプ水が切や 三水で来し最 ツ 米 米 米有種ま す紹にれの
ニ の加 ヌり亨 1を凹 とよ初プ ( 量 類し の介、ぱお
カお 減 カま柔四捨 i 同 うがで 長 円 円やにさでしあな米

号 25?i i民自 ; 日ム約タ イ号グ約中ラオアニ号ム約二FZ;つ君子得票
炊えり 。手な目る に すを 145イカイラ 150国リ |メカジ 160カジ ちち し。はせ作

品活字染五tt主 義 。主 5集苧与ムlh棄て?;苧3 5理主 r r E gE22 
し、のに
上安ご与!日
が全飯」本
ーはれ性 I~ 齢人

まに近?の
すつづ会主
。いい公食
てた濯で
は昧何あ
じ|主力1tる
国昧造お
のわ仰木
検え 17千は
査ると戸
機よヘし
関うどば
がに=、ら
厳、主く
重お尺の
にい日間

• 

新
入
学
児
童
の
突
通
事
故
防
比

E
輸
入
米
の

い
し
い

ベ
方

E

水
約
3
カ
ッ
プ
と
%

外
国
産
米
|
|

(
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
)

水
約
3
カ
ッ
プ
と
%

外
国
産
米
|
|
(
イ
ン
デ
ィ
カ
種
)

水
約
3
カ
ッ
プ
と
%
強

④
ふ
っ
く
ら
し
た
ご
飯
を
炊
く
た
め
に
、
お
米
を

水
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

ふ
っ
く
ら
し
た
ご
飯
を
炊
く
コ
ツ
は
、
国
産
米

で
は
、
夏
で
は
加
分
住
、
冬
で
は
1
1
2
時
間
住

水
に
浸
漬
後
に
炊
き
ま
す
。
外
国
産
米
に
つ
い
て

は
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
は
国
産
米
と
同
じ
で
す
。
イ

ン
デ
ィ
カ
種
は
若
干
浸
漬
時
間
を
長
く
し
て
炊
き

ま
す
。

⑤
じ
っ
く
り
蒸
ら
す
ニ
と
が
肝
心
で
す
(
叩

1
日

分
)

。
。
。

詳
し
く
は
、

農
林
水
産
省
山
梨
食
糧
事
務
所

(宮
二
六

六

六

二

内
線
別
)
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

第↑8固山備関子13れあい写生大会
平成 6年 4月29日働みどりの日

雨天時 5月8日(日)

午前 9時30分~午後2時まで

場所 甲府市立遊亀公園

問合せ先 制甲府青年会議所事務局

(ft35-5423) 

⑨広報しようわ 平成6.4，1

日時
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⑧ みゅう 1 ゅう

森津美友ちゃん | 今津 優ちゃん

冷め ・H4.8.5生(上河東二区 ・H5.8.31生(飯膿)
k之ム/ ・(父)信こさん・(白)昌美さん l ・(父)幸広さん・(白)静子さん

I~/、 愛きょうだっβ仰美友です。一番好きなのは | ほの聞と温かく、人のl山の痛みがわかる優し
.0・JGlパパ、そしてワンワ(ミッキー)ママは?舎はテ | い女の子に育ってね。 c--で¥

\~ _0 00..1 レビを見芯がら踊るのが好き。未来はダンサー? (， I ヱミ~ ( 

~-y お申込みは、役場広報担当(合75-2111内線(211，212))まで 民認
後にるをせほ体にす炎体体るなはれ水題や先の ..  ー 大病院から ー)

なつ花血んと内起る症内内特り患に、とあにこ .空軍里1_~ 1ー← | ι1_ 1 
らい粉液。んにこ色細にで殊ま者眼鼻なま人と般 I~Iß量 白書 l ぜ| ヨ:' 1
症てがでまどはり々胞入増なすきのづつり々をに Il!:孟豆|開園| 傾民 I'~ I ~ I 
状で特測たなこまなかり加タ。ん症まてにを花花 . 
をす定定、いのす物ら込しン花に状りいも悩粉粉
取がでで今のよ。質ヒん、パ粉とも、ま有ま症で
り 、ききはでうーがスだあク症つ加のす名すと起
除症まるこ症な方放タ花る質はてわど。とス 言 こ
く状すのの状夕、出ミ粉量が花憂りのくなギいる
為が。でタはン健さンとに年粉穆、違しり花まア
の出次原ン起ノマ康れを反達齢となこ和や、粉すレ
対現に因ノf こクなる代応すと反季の感み社症がル
症し治とクり質人た表しる共応節時、、会は、ギ
療た療な質まがのめとてとにすと期そ鼻問今春 l

女あきらめています
か? 花粉症

也鉄保岸

山梨医科大学助手

耳鼻咽喉科
(アレルギー外来)

法
を
行
な
い
ま
す
。
内
服
、
点
鼻
、
点

眼
な
ど
の
薬
剤
を
上
手
に
使
い
分
け
れ

ば
、
つ
ら
い
症
状
も
か
な
り
和
ら
げ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
外
出
時

に
は
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
と
か
、
帰
宅

時
は
衣
類
に
つ
い
た
花
粉
を
払
っ
た
り

洗
髪
を
す
る
な
ど
し
て
花
粉
を
室
内
に

持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
心
掛
け
も
予
防

の
上
で
大
切
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
花

粉
が
飛
散
す
る
前
か
ら
薬
を
内
服
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
症
状
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
花

粉
の
季
節
が
過
ぎ
た
後
は
、
来
年
以
降

に
備
え
て
花
粉
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ

く
る
た
め
の
治
療
法
(
減
感
作
療
法
)

を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
治
療
を
続
け

れ
ば
、
症
状
が
除
々
に
軽
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
花
粉
か
ら
抽
出
さ

れ
た
エ
キ
ス
を
週
に
一

1
二
回
皮
下
注

射
し
、
そ
の
濃
度
と
注
射
量
を
少
し
ず

つ
増
し
て
行
き
、
あ
る
程
度
に
達
し
た

な
ら
月
に

一
1
二
回
と
間
隔
を
あ
げ
、

花
粉
に
対
す
る
抵
抗
力
を
付
け
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
効
果
が
現
わ
れ
る
の

に
数
年
か
か
る
場
合
や
副
作
用
が
出
現

す
る
場
合
も
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
師
で
な

け
れ
ば
な
か
な
か
手
掛
け
に
く
い
治
療

方
法
で
す
。
ま
た
、
治
り
に
く
い
場
合

に
は
手
術
療
法
に
よ
っ
て
確
実
に
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の

よ
う
に
花
粉
症
は
治
ら
な
い
も
の
と
い

う
誤
っ
た
観
念
を
改
め
、
患
者
さ
ん
が

治
る
た
め
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
我

々
専
門
医
の
役
割
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す

。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

⑩ 平成6.4.1

植深石島阿花秋波望稲
竹沢渡田部形山遁月葉氏 健
正

美紗太思智太果宙唯晃名3
奈耶郎慧也武穂、幹衣 ー な

宥孟長議蓮武孟三実実壁崩
義吋光文 一 彦樹生俊也室 長
-----------"-"'"'-''''-''--'''----''-''-''.::::::!， を

広報しようわ

(
二
月
一
日
j
二
月
二
十
八
日
受
伺
・

叡
称
略
)

-Rお誕
生
女

地
区

清
水
新
居

河
東
中
島

岡
t

漢
-

・+

f

+

正

上

河

東

紙
漉
阿
原

西
条
二
区

築
地
新
居

清
水
新
居

紙
漉
阿
原

紙
漉
阿
原
-vご結
婚
・

地
区

上
河
東
二
区

西
条
二
区

紙
漉
阿
原

紙
漉
阿
原

-
お
悔
み

A'

地
区

西
条
二
区

清
水
新
居

河

西
甲

越

上

河

東

末
長
く
お
幸
せ
に

氏

名

山

本

日

輝

中
沢
有
日
子

土

橋

昭

人

松
木
富
美
子

清

水

健

一

清
水
智
恵
子

田

中

武

彦

山

本

直

美

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏
名
(
届
出
人
)

伏
屋
章
(
カ
ツ
子
)

小
池
文
太
郎
(
さ
と
子
)

市
川
満
(
寄
津
与
)

清
水
義
勝
(
泰
仁
)

樋
口
よ
五
代
(
良
弘
)
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〈楽しいクッキング〉

大さじ4

大さじ3

少々

-作り方

⑦かぼちゃは種とわたを取り、皮をむいて一口大の乱切りにす

少々

サラダ油

コショウ

酢

tM 

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
材
料

500 g 

4枚

80 g 

少々

料 (4人分)

サラ夕、j由

ベーコン

かぼちゃ

レタス

-材

る。

②鍋に塩少々を入れ、ひだひたの水でゆで水気を切って冷します。

③ベーコンは5ミリ角に切り、 j由を熱して力リカリに焼き冷し

ます。

④ドレツシン-ノlこ③をまぜてかぼちゃとあえる。

⑤レタスは洗って水を切り④と共に器に盛りつける。

か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ

栄養改善推進員

五昧富士子さん(河西)

ちょっと一言

貰色がとてもきれいで、甘酢ぱ
くておいしいです。ミニトマト
でもそえると変イヒもあって良い
と思います。

仁二コ

、，ー

、ー

う
ぼ
う
短
歌

犬
二
匹
連
れ
少
年
は
軽
や
か
に

走
り
て
行
け
り
夕
日
さ
す
道

寒
行
の
内
輪
太
鼓
の
響
か
ひ
て

膿
月
照
る
五
ロ
が
町
昭
和

ネ
枯
れ
の
す
す
き
の
穂
群
タ
映
に

薄

紅
色
の
光
を
持
て
り

目
を
剥
き
て
一
歩
踏
み
出
す
仁
王
尊

背
延
び
し
て
み
る
格
子
戸
に
ぎ
り

卓
球
に
足
の
痛
さ
も
忘
れ
い
て

は
し
ゃ
ぎ
若
や
ぐ
八
十
路
の
老
は

片
日
陰
水
張
り
た
る
田
の
面
に

粉
雪
舞
い
た
ち
畦
け
む
る
見
ゆ

「
方
代
」
の
眠
れ
る
寺
を
尋
ね
ん
ど

道
聞
き
さ
き
て
夕
べ
近
、
き
に

木
枯
に
庭
木
い
た
く
い
た
ぶ
ら
れ

芽
吹
き
そ
め
た
る
紅
梅
の
枝

糸
、
山
の
肌
に
広
が
る
プ
ト
ウ
園

暫
定
の
人
等
点
点
ど
見
ゆ

嫁
の
く
れ
し
小
正
月
の
ま
ゆ
玉
を

持
ち
て
ど
ん
ど
境
に
久
に
拘
わ
る

新
春
を
迎
え
孫
等
か
る
た
ど
り

老
た
る
我
が
よ
み
て
と
な
り
て

雪
止
ん
で
子
ら
に
掻
き
ゆ
く
道
長
し

癒
え
し
体
の
汗
ぬ
ぐ
い
つ
つ

寒
い
か
ら
帽
子
か
ぶ
れ
と
娘
の
く
れ
し

机
に
置
き
て
あ
か
づ
眺
め
る

豊
年
の
兆
ど
聞
き
し
大
雪
は

四
ど
せ
振
な
る
福
音
を
受
〈

満
面
に
笑
み
浮
べ
つ
つ
孫
興
ず

新
ら
し
き
オ
モ
チ
ャ
な
ら
ぶ
立
春

痛
む
首
に
巻
け
よ
と
マ
フ
ラ
ー
編
み
く
る
る

幼
き
手
許
み

つ
め
て
居
た
り

昨

日
ま
で
学
び
競
い
し
ふ
き
子
さ
ん

計
報
マ
イ
ク
に
て
知
り
心
さ
わ
ぎ
ぬ

ひ
ね
も
す
を
畔
に
た
た
ず
む
白
鷺
の

今

日
二
羽

と
な
り
餌
を
つ
い
ば
む

磯
部

井
上
み
よ
子

イ宇
藤

ρ、
フ

;宰
河
田

J主
タK

原、
輿
石
さ
だ
代

志
村

高
野

鷹
野
き
く
代

田
中
十
三
代

内
藤
ふ
く
次

中
込

中
沢

イ呆
坂岡

斗J

本
渡
辺

亡二コ与
良
Jエ

玉
枝

好
子

丑
~、

宍

久

主主
久

枝
信
子

静
イ-¥

順
子

満
子

秀
子

秀
子

あ精
な神
た美

保善凶ぬ
笑良市ぞ宝探ユョr
むな悦く鴇勺Y

@ 

今
月
の
花
木

《
サ
ク
ラ
(
桜
)
》

花
言
葉

1
純
潔
、

教
育
、

桜々本ッっさ 交努努愛護繁懇線離議務審癒隠慈雲監 す は知
と流人とのれ さ幾経線機務綴議懇撃慈雲翠努醤遜 よ私 、ら桜
い転が散側な 議選政議論畿務懇畿裂騒うた 山れに
えす好る面か 議選潔線総数務謀議議遜露懇彊露にち桜るは
るるんとがっ ??替紋燃議議議櫛繍蹴鞠輔 、がと奈い
でとでいあた 纏麟越襲撃が Ji警察議幾重発 桜単呼良ろ
しい抱うるで鱒鏑盤射殺怒轍棋 はにばのい
ようく 、のし 齢畿欝機欝懇醤綴 懇緩急;議議選2 日〈れ 吉ろ
う心無花でよ盤翻畿雛嬢藤毅ぬ議離論轟鑑錨醤量 本花て野な
O 情常どすう 盤畿霊準畿圏圃圃圃薗盤翠醤霊園置人〉いの種
に観き 。 O 麟騨輔盟国園田園臨調園田のとま里類
ひ。やのそそ 心いす やが
っ、短れこ にえ 。 、あ

たすさはにんとる 徴きた 芸 桜てそば 京り
りべに、桜ない華しすに花術ほいれ、 都ま
あてあノf のにうやかる はにどまはそ のす
てのるソ持日だかし花日他取多すどの 嵐
は物のとつ本けで、で本にりく。深ま 山桜
まがで咲も人な美春す文な入の古くま にの
る常すいうにらしを 。化くれ文来 浸桜 咲名
花に。てひは、い告 を、ら 学 か透を く所
が生日 パ と愛こ花げ 象まれやらし指 桜で

畠く仰⑪
4月は日本中が花に埋もれ

る季節です。桜も臼々花をほ

ころばせる なか、 行政も新年

度がスタートしました。不況

の中での厳しいスタートでは

ありますが、せめて笑顔は桜

のように品のある ロイヤルス

マイルを見習いたいものです。

また、この

時期は花粉症.

が流行してい

ます。どうぞ

予防を心がけ

て下さい。

平成6.4.1⑪広報しようわ
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中央公民館「自主教室」魁摩醤ヨ

中央公民館を会場に自主的に学習を始めてみようと

いうグループが仲間を募っています。具体的な内容等

は参加者の総意ですすめていただきますが、およその

計画は下記のとおりです。いずれも町内の一般成人の

初心者が対象です。新学期という季節がら、新たに挑

戦してみませんか。

『尺八教室j] I IT'かな習字教室』

「音がだせるかどうかい 日常生活で使う小筆でかな

「尺八はあるんだけど…文字がきれいに書けたら・・・

という初心者の方。 1 という方々が集まっての実

「一年間で童謡数曲」を |用習字の教室です。

目標に始めてみませんか。

. 5月カミら月 3回 | ・5月から月 2-3回

(毎週木曜 通年

-中央公民館和室 | ・中央公民館会議室

・琴古流尺八 逸漣会 | ・かな書道専門講師

自暗E石川逸仁先生 現在交渉中)

・楽謝'¥:等実費 | ・講師謝礼を分担

・15名前後 | ・10名前後

問合せ・申込みは教育委員会社会教育係へ、 4月4日

より受け付けます。(包75-3737)

温
水
ブ
l
ル
利
用
時
閣
の
変
更

四
月
か
ら
夜
間
の
部
の
利
用
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り
三

十
分
延
長
さ
れ
、
午
後
九
時
三
十
分
ま

で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

-
利
用
で
き
る
時
間

午
前
の
部

午
前
九
時
三
十
分

1
正
午

午
後
の
部

午
後

一
時
三
十
分

l
午
後
五
時

夜
間
の
部

午
後
六
時

i
午
後
九
時
三
十
分

・
休
館
日

毎
週
月
曜
日

・
祝
日

・
年
末
年
始

.
お
問
合
せ
先

温
水
プ
ー
ル
(
包
七
五
九
八

一

ま
で
ど
う
ぞ
。

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
と
な
る
、

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
自
分

の
納
め
て
い
る
固
定
資
産
税
の
内
容
を

知
り
た
い
方
は
、
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご

確
認
く
だ
さ
い

。

。
期

間

四

月

一
日
1
二
十
日

(午
前
九
時
j
午
後
四
時
)

O
場
所
昭
和
町
役
場
税
務
課

O
本
人
以
外
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、

本
人
の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
税
務
課

(
宮
七
五
!
一
一一

一
一
内
線

m-m-m)

ま
で
。

固
定
資
産
議
総
会
帳
@

縦
覧
期
間
ほ

歯
周
，

B
i
-
-
+白

空
手
道
を
な
ら
っ
て
み
ま
せ
ん
か
/

空
手
道
を
手
段
と
し
、
心
と
体
を
鍛

、え
宇品
1

レ
よ
、
っ
。

-
日
時

毎
週
水
曜
日

・
金
曜
日

(
た
だ
し
少
年
部
の
金
曜
日
は
第
一
、

第
三
の
み
)

午
後
七
時
1

午
後
八
時
三
十
分
(
少

隼
l

加
剛、

一
蜘
限
)

午
後
八
時
三
十
分
1
午
後
十
時
(
一

般
の
み
)

.
場
所
西
条
小
学
校
体
育
館

-
指
導

空
手
道
責
任
者
青
柳

光

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
(
包
七

五

|
三
七
三
七
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

聞
閥
阻

平
成
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
水

田
営
農
活
性
化
対
策
は
、
米
づ
く
り
と

転
作
と
を
組
み
合
わ
せ
た
生
産
性
の
高

い
水
田
営
農
を
目
指
し
て
ま
す
。

昨
年
度
の
本
町
の
転
作
等
実
施
状
況

は
一

一
一
了

七
凶
(
達
成
率
百
%
)
と

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
六
年
度
の
転
作
等
目
標

面
積
の
配
分
に
つ
い
て
県
か
ら
次
の
と

お
り
内
示
さ
れ
ま
し
た
。

O
転
作
等
目
標
面
積
一

O
三

・
七
凶

O
政
府
米
の
割
当
一
三
一

、
九
七

O
玄
米
同

O
他
用
途
利
用
米
割
当

一
二
、
四
八

O
玄
米
同

今
年
度
も
目
標
達
成
に
向
け
て
な
お

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
田
営
農
活
性
化
対
策
協
議
会

お
問
合
せ
は
役
場
経
済
課

(
岱
七
五
|
一
一

一
一
一
内
線
加
)

押
越
・
河
東
中
島
・
紙

漉
阿
原
・
築
地
新
居
・
飯

喰
・
河
西
・
上
河
東
・

上
河
東
二
区
の
方
々
で

す。

詳
し
く
は
、
代
表
の
海
和
さ
ん
(
岱
七

五
|
九
三
二
二
)
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

R
L
U
3菰
3
砂
部
員
百

wa

昭
和
体
協
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
一

「
押
原
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

新
入
部
員
の
二

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

二

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
き
わ
や
か
二

に
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二

結
婚
し
て
い
れ
ば
年
齢
制
限
は
あ
り
こ

ま
せ
ん
。

0
対
象
地
区

仁ZTTZコ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==2月分

|件数 |負傷 |死者|

特??|32人 I1人
人損24件 I( L 1:、11 、
(+ 4) ["..J ノl'一1)
j)内は、前月比
西条・押原駐在所調べ)

四
月
二
十
日
現
在
で
、
平
成
六
年
度

事
業
所
名
簿
整
備
調
査
が
全
国

一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

事
業

の
種
類
や
従
業
者
の
規
模
な
ど
の
基
本

的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ

る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
を
立
案
す

る
際
に
貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願

い
し
て
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

事
業
所
名
簿
整
備
調
査

じ
ご
協
カ
を

みんなで考えよう土地問題
一一-4月は土地月間です一一

く土地についての基本的な考え方〉

1 .土地については公共の福祉が優先します。

2.土地は適正に、計画的に利用されることが必要です。

3 .投機的な土地取引は行なわれてはならないものです。

4.価値の増加に伴う利益は、適切な負担で社会に還元さ

れねばなりません。

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った|

月介の医療費は、約3，046万1千円

です。(前年同月比 8.2%の増)

病気の予防は、早

P司、 期発見、早期治療

kよど が大切です。むや

作;聞のみな転医はつつし

孟九l-..J~ み、医療費を大切

~"è ヘ.~， に使いましょう 。

広報しようわ平成6.4.1 ⑫



C保健衛生だより5
手し 児 健 康 きロ分ジ 査 3 種 lごt医uヨ 4Ebコ‘ 予 防 接 ネ重

実施日 両亥 当 v日u 受付時間 日 時 4月22日(金)午後4時-----1時45分

場 所総合会館

平成5年12月生まれ 午後?時-----1時30分 該当児
4月12日

惨 I期・・・・・・平成 3年 9月~平成4年 2月生まれのお子さん
(火)

平成5年9月生まれ 午後f時30分-----2時 4歳未満でまだ未接種のお子さん

砂II期・…・・I期 3回を完了して 1年-1年 6か月以内の子

実施日 口支 当 ノl日し

持ち物 母子手帳・問診票
受 付 時間

くつぎのような人は接種できません〉

平成5年3月生まれ 午後4時-----1時30分 1.発熱している子。または著しい栄養障害のある子。

4月13日 2.心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている子。

(水) 3.はしか、 BCG接種後1か月以内の子。
平成5年6月生まれ 午後T時30分-----2時

4. 1年以内にけいれん、ひきつ吋を起こした子。

場所総合会館
麻しん(はしか)予防接種持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

麻しんの予防接種は個別接種になりますので、指定医療機

手し 児 東.:i:E文三 持ラ 外 科 ネ実 2ロ==J，ジ，、v 
関で受けていただくことになります。

実施目 4月27日(水)
対象児 O平成 4年 4月~平成 4年9月生まれのお子さん

受性時間午後T時-----1時30分
o 6歳未満でまだ未接種のお子さん

場 所総合会館
*既にMMRを接種したり 、はしかにかかったお子

該当児 平成 5年12月一平成 6年 1月生まれのお子さん
さんは対象にはなりません。

持ち物 母子手帳
費用 無料(町で全額負担します)

* 12月生まれのお子さんには、神経芽細胞腫検査の説明と検 次の日程で無料接種券を受付します

査セッ トの配布をいたします。
月 日 3月29日(火) 4月7日(木)

対象 平成4年4月-9丹生まれの子 6議未満でまだ未接種の子
歳 6か月児健康診査

時間 午前 9時一午後 5 時

実施日 4月21日(木) 場所 町総合会館 1階ロビー
受付時間午後4時-----1時30分

場 所総合会館
持ち物 ~p 鑑

該当児 平成 4年 8月~平成 4年 9月生まれのお子さん

及び前回未受診のお子さん リハビリ教室ヘ参加してみませんか
持ち物 母子手帳 ・1歳 6か月児健康質問票

町では、月 3回リハビリ教室を開催 しています。

由子手帳受付及び一般健康相談 現在、脳卒中後遺症や事故や関節の病気で身体が不自由にな

った方10人ほどが参加し、成果をあげています。

日 時 4月8日(金)・ 18日(月)・ 28日(金) 町の訓練の特徴は、各自のプログラムに添って自主的に訓

午前9時~竹時30分 練を行い、訓練を通して、助け合いながら、心身の健康の推

場 所総合会館 持増進が図れることです。
※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方。
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

(脳血管疾患後遺症 ・整形外科疾患など)
栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい

訓練会場町総合会館機能訓練室
ますので、お気軽にお出かけください。

(会場まで車での送迎をいたします)

訓練日程 理学療法士の指導による訓練・…月 2回

飼えなくなつだ犬・猫の収集日 自 主訓練・…… 一……・・・月 1回

日 時 4月T巴・ 15日(金)午前10時50分-----10時55分

場 所総合会館前
-保健・健康に関するお問合せは

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか 役場健康福祉課保健指導係

り封をしてください。 企75-21竹 内線252・253までどうぞ

⑬ 広報しようb 平成6.4.1
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Zえなくなった犬 ・ ~(: い苅
描の収集日 \.~ ' ... ぷ

9百

Friday 金

1強
エイプリルブール

メ〈

4月6目劇----4月15日種目まで

春の全国交通安全運動
・シートベルトの着用の徹底
・子どもの突通事故防止
・高齢者の交通事故防.Lt

Monday 月Sunday 日

8室
花まつり

7議
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16~ 15露14百
世界宇宙飛行の日

13~ 12強
法
日
ル
今
U

先
負

ト

記

4
1
一
布

4
1
メ
公

先
勝

婦人週間

23重
みどりの週間

22奇

Tqfiiü~ii(*-央会民一r~ぷ間半-tt è ム詰-Ti程i也見会一手日向j弓主i在主i 一-- 1厄|
館午後H時寺-)の全(例問町]立図書館午 1 (総合全館)

心配ごと相談(総合|前10時30分-)

会館午後1時-) 11歳6か月 児健康診

リハビリ教室(総合会館) 1査(総合会館)

ウォ ーキング大会

申込み締切り

27露

総合会館 |図書館・温水プール

温泉定休日 |休館日

母子手帳交付及ぴ

一般健康相談

(総合会館)

30強29i 28奇26~ 25室fム
滅2 

春の球技大会 |図書館・温水プール 心配ごと相談(総合 |図書館休館日 |総合会館温泉定休 |役場開日-

(押中グランド他) 1休館日 会館午後1時-)母子手帳交付及び|日・図書館 ・温水ブ | 地 a・‘
乳児整形外科検診|一般健康相談 |ール休館白 'Vr司E
リハヒ、リ教室 1 (総合会館緑のそよ風 | 九、~
(総合会館ウォーキング大会 iY.'υμハ干

(昭和町 打丙司雫)

※収集日が祝日の場合は収集業務はし、たしません

ので次回の収集Hをご利用ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

くださし、。

※収集袋、街札には必ず住所、氏名を記入してく

ださし、。

※収集日の当日午前8時30分までに出してください。
※口[燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

アご、さし、。

※台所のゴミは水切りをして出してください。

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河東

中阿新 一
越島原居膿西東区

密適用・木曜巴

J同

水

新

居

火・金曜日

西

条

新

田

西

条

二

区

西

条i也

区
区

毎週

4日・ア巴・刊日・14日・18日
21日.25日.28日

4日.5日.8日・12日
15日・19日・22日・26日

毎月

13日.27日

⑪ 平成6.4.1広報 しようわ
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第?水曜日第3水曜日

6日.20日

27日(第4水曜日〉

毎月第2水曜日第4水曜日空
力
ン

ガ
ラ
ス

ゴ粗
ミ大


